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20 世紀半ばに幕を開けた情報化時代は 21 世紀に入り、インターネットとビッグデ
ータの登場で「情報産業革命が世界のすべてを変える時代」に突入した。（BIG DATA~







紀元前 3 世紀に造られたアレキサンドリア図書館はプトレマイオス 2 世が世界の
あらゆる文献を集めた知の殿堂だった。現在はデジタル洪水の中でわれわれ一人一人
が当時の 320 倍もの情報を持っているといわれる。しかも蓄積情報量は世界経済の 4
倍のスピード、コンピューター処理能力は 9 倍のスピードで増加しているという。(前














































① 1989 年のベルリンの壁崩壊と共産圏、社会主義圏市場経済化とグローバル化 
② 1990 年後半から 2000 年初めの ICT、インターネットによる情報社会の登場 
③ 2001 年 9 月 11 日のテロとアフガン、イラク戦争、パレスチナ問題 





⑧ G20 の世界経済への関与 
⑨ ASEAN（東南アジア諸国連合 10 カ国）, メコン諸国（タイ、ベトナム、カ
ンボジア、ラオス、ミャンマー5 か国）, SCO(上海協力機構 6 か国)、さらに
アフリカ(54 か国)の躍進。 
⑩ EU の ASEM、米国の TPP でのアジア市場への進出などがこの趨勢を加速。 
 
    このように先進国、新興国、発展途上国入り乱れての熾烈な国際市場競争下、グ
ローバル市場での競争優位をめざし、世界では経済の地域連携、統合が急速に進み
つつある。地域統合を完成した EU(欧州連合)、NAFTA(北米自由貿易協定)は経済発
展が加速しているアジアへの進出を強化するために、EU は 41 か国で ASEM(アジ
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アヨーロッパ会議)、米国はアジア太平洋の 12 カ国の TPP(環太平洋経済連携)結成に
努力を傾注している。 
 







の主役となるアジアではこれまで見てきたように、EU が ASEM,米国が TPP を軸に
アジアへの進出を加速させようとしている。 
このような情勢の下、日本としては ASEAN+3, ASEAN+6 を軸に 2001 年の結
成以来、特に、近来エネルギー共同体としての性格も強めつつあり、中央アジアの
経 済 共 同 体 を 志 向 し て い る 上 海 協 力 機 構 (SCO=Shanghai Cooperation 
Organization)との提携、協力を強化すべきである。SCO は参加国の GDP が 10 兆




（Invisible State of China）、「仮想現実国家・中国」（Virtual State of China）、も
しくは「第三の中国」(The Third China) と呼び、アジア地域のみならず、アフリカ
における華人ネットワークの力にも目を向けるべきことを強調している。 
コロンビア大学のジェフリーサックス教授によれば、中国はアフリカの資源開発
を中心に 1000 社が進出しており、100 万人がアフリカで工事やビジネスに従事して
いるという。アフリカは今後 6~8%の経済成長を遂げる可能性もあり、現在 10 億人
の人口が 2050 年には 20 億人、22 世紀には 30 億人になり、有力な市場となる可能
性があるという。 国連は現在 72 億人の世界人口は 2050 年までに 96 億人に達する
と予測している。28 年ごろにはインドが 14.5 億人で中国を抜いて人口第一位になる
とみている。アフリカの人口増加を含め、地球は食料、水、エネルギーなど持続可
能な対策を講ずることが必要となる。 
一方、インドの印僑は世界に 2400 万人が散在しており、アフリカでは 250 万人が
活躍している。印僑のアフリカでの活用も研究の価値があると思われる。 
    さらに 2030 年ごろには中国に次ぐ、「世界の工場」になるとみられるアセアンの
中で脚光を浴びているメコン流域経済圏(タイ、ベトナム、カンボジア、ラオス、ミ
ャンマー)は人口世界第 4 位のインドネシアと並び人口 2 億 4000 万人の巨大経済圏
に発展する可能性がある。このメコン経済圏を含む、アセアンに加え、中央アジア
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2014 年 9 月 11～12 日タジキスタンの首都ドウシャンべで SCO 首脳会議が開催さ














の 30 年間にわたる年間 380 億立方メートルの輸出でも合意。9 月 1 日には念願の中
国向け天然ガス輸出用パイプラインの建設も着工された。また極東での高速鉄道建
設なども交渉中である。あわせロシア極東のザルビノ港の共同開発でも両国は協力





合弁で船会社を設立。韓国の Daewoo Shipbuilding & Marine Engineering と新
砕氷 LNG 船 3 隻の造船契約を締結した。 
 




























はこの千載一隅の好機を生かすべきである。   
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